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の成果を、何らかの形で内外に発信し、それが同時に専攻内部の教員の共同研究の可能性へと発
展していくことも重要な役割であった。本誌にも、学界を先導するような論文がいくつも掲載さ
れてきた。しかし、昨今は大学院生の発表をも認める方向で検討され、またそれを認めるように
なっている。タイトなスケジュールの中で、どのように雑誌を編集していくかが、再び問われて
きている。既成の学会誌の枠組みにはめ込みきれない大胆な議論や、圧倒的な量を必要とする論
文、分野を超えた問題提起となる論文等を掲載することが、実は本誌の重要な役割であると、わ
たし自身は考えている。
　　平成26年3月1日

編集委員長　末原　達郎　
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